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田辺工業株式会社 様

田辺工業株式会社では、事業・拠点拡大に合わせてITインフラを拡張してきたが、昨今の

DX 潮流によるデータ流量の増加への対策、また拡張に合わせたセキュリティーへの対策

が課題であった。

当時の状況を、デジタルイノベーションセンター センター長の木場 圭氏は、次のように語

る。「当社は拠点、エリアごとに地域のベンダーが存在し、部分最適要素の高い情報インフ

ラとなっていたことが大きな課題でした。全体をどのように最適化すればよいのか、どこか

ら進めていけばよいのか、非常に難しい状況にありました。私は、顧客向けのスマートファ

クトリーやデジタルツイン、現場の DXなど、情報通信技術を活用した新たな事業の立ち

上げを担う立場として3 年ほど前に入社した身ですが、建設業界でもデジタル化やリモート

ワークニーズの高まりなどでビジネス環境が大きく変化し、当社もそれに対応した ITインフ

ラに改善していく必要があると強く感じました。そこで、社内で課題を提起し、情報システ

ム部門と連携してITインフラを最適化していくプロジェクトを立ち上げました」

化学・石油・医薬・自動車など日本のものづくりをリードする大手製造業向けに、プラン

ト設備や各種自動化装置などの総合エンジニアリングを提供する田辺工業株式会社。

同社は日本全国に拠点を展開し、産業分野におけるプラント建設やメンテナンスを通

じて日本の工業の根幹を支え続けてきた。しかしその一方で自社ITインフラについて

は拡張を繰り返しており、昨今のビジネス環境の変化に対応するためにさまざまな

課題を抱えていた。そこで同社は、ユニアデックスのITコンサルティングサービスを採用

して抜本的な見直しを実施。DX推進のための基盤整備において、採用後から現在に至

るまで着実な成果を重ねている。

● �ITコンサルティングで課題
抽出から計画策定までをス
ムーズに実行

● セキュリティー対策観点で
のネットワーク強化からス
タートし、継続した改革を
実行中

導入後

● ビジネス環境の変化に対応
可能なITインフラ改革を実
行したい

● 最新技術、セキュリティーを
両立させた最適なITインフ
ラ環境をどのように計画し
ていけばよいか悩んでいる

導入前

「ITコンサルティングサービス」を活用し、自社ITインフラの抜本的改革を実行
DX推進に向けた基盤作りで着実な成果を重ねる

激変するビジネス環境に適したITインフラを目指し、
抜本的見直しを決断

経 緯



ITコンサルティングサービス導入事例

同社で情報システム部門を担当する、管理部 情報システム課 課長

代理の清水 陽一氏は、「コロナ禍で一気に TV 会議の利用頻度が

上がり、既存の仕組みにおける音声や映像の遅延が大きな課題に

なっていました。それを機に、木場氏に相談したのがきっかけで、

社内での連携が始まりました。その取り組みの中で、Microsoft 

Teams への移行も進み、これまでも感じていたネットワークの遅

延やセキュリティー対策などへの課題認識がさらに高まりました。

今回のプロジェクトは、これからの働き方に適した当社の ITインフ

ラを抜本的に改善する良い機会だと捉えました」と話す。

木場氏、清水氏らは現状の課題と改善の必要性を経営層に訴え、

正式に会社のプロジェクトとして承認を得る。「当時の社長（現会

長）含め経営層に上申した結果、これからのデジタル化や DX 推進

に向けた基礎部分である情報インフラの改善を、改めて経営課題

として取り組んでいくことになりました」（木場氏）

この時点でのポイントは、パートナー選びだった。「部分最適化し

た ITインフラを改善しながら、最新技術の導入やセキュリティー対

策の強化に取り組むなど課題は多く、非常に難しい計画立案が必

要であったため、課題点の抽出から改善実行までをうまく導いてく

れるパートナーをどう探すか。本件は質を重視したかったので、プ

ロポーザル方式で6 社ほどに提案を依頼しました」（木場氏）

・非効率 
・セキュリティーリスク増 
・ユーザー満足の低下
など 負のループに陥って
います

現場主導の文化

現場で
調達 対処

OA※係が管理
できていない
IT資産増加

ITインフラの
構成が把握
できない

障害対応に
時間がかかる

地場の保守を
担当する業者が
パンク状態

IT管理体制が
弱い

●課題全体に対する考察

レポーティング

ITインフラを支えてきた経験を基に、
お客さまの内部だけでは見えづらい課題を明確化

※OA：Office Automation（オフィスオートメーション）。オフィス業務の自動化、効率化

ワークショップを実施して現状の課題点を
洗い出し、対策着手の優先順位を設定

課題の見える化

「IT コンサルティングサービス」の実例

うだと感じました。他社は担当者のスキルや経験に依存する印象が

あったのに対し、ユニアデックスのITコンサルティングサービスは提

案段階からプロセスやメニューが明確で、しっかり仕組み化されてい

ました。長いお付き合いの中で仮に担当者が変わったとしても、持

続して支援してくれる期待がありました」

清水氏は「他社はいろいろな専門企業を連れて来て、誰が責任を持

つのか不明瞭な印象なのに対し、ユニアデックスは担当者がしっか

りフロントに立ち、社内外の各スペシャリストを後ろでコントロール

してくれる点も、明確な違いがあったように思います。ユニアデック

スならしっかりやってくれる、と信頼できました」と話す。

こうして2021年11月、ユニアデックスとのプロジェクトがスタート。

両社が初めに取り組んだのが、現状の課題点を洗い出し、着手の

優先順位を決める課題設定ワークショップだった。「実際に東京本社

に来ていただいて、我々とユニアデックスの担当者が一緒に、思い

つく課題点をどんどん挙げ、それを付箋紙でカテゴリごとに整理し、

優先順位を決めていったのが印象に残っています。」（木場氏）「ディ

スカッションしながらなので当社側では思い付かない課題も示唆い

ただけて、漏れもなく素早く進めることができました」（清水氏）

この中で、セキュリティー対策の観点でのネットワーク強化、具体的

には拠点ごとのネットワークの改善、およびファイアウオールや無線

LAN環境の改善などが、当面のスコープと決まる。「さまざまな課

題がある中、基礎的な構成をしっかりと固めていくことが最も重要で

あるということが結論でした」（木場氏）

一般的なコンサルティングサービスは課題の抽出から計画の策定ま

でを行うがユニアデックスの場合、その後の具体的な導入計画と費

用算出、ならびに構築、運用といった実行のプロセスまでを一気通

貫で対応する。本プロジェクトではITコンサルティングサービスの

実施後、2022年4月から2023年8月までにネットワーク標準モ

デルを作成した上で、約60カ所の拠点ネットワークおよびセキュリ

ティー、無線LANなどの最適・最新化が完了。それと並行して、情

報セキュリティー規程の改善とISMS認証をベースとした、さらなる

課題点の抽出および支援を実施した。

6社からの提案を比較し、満場一致でユニアデックスを選定
段階的にネットワークとセキュリティー強化を進める

プロセス

こうして各社からの提案を受けた同社は、比較検討を実施。その結

果、満場一致で選ばれたのがユニアデックスだった。木場氏はその

理由を次のように明かす。「まず、全国規模で対応できることが基

本条件。その上で各社の提案を比較したときに、ユニアデックスの

提案が一番、確実に実行できるという安心感がありました。当社の

情報システム部門と伴走する頼れるパートナーになっていただけそ



木場氏は現時点での成果、およびユニアデックスの対応をこう

評価する。「確実に、これからのデジタル化・DX 推進に対応し

ていけるITインフラに大きく改善されている実感があります。経

営層への予算上申において、ITコンサルティングサービスで得ら

れた各種のデータおよびレポートが説得力につながりました。や

れるという自信がないと、提案もできませんので。さらに、当初

は何をやっているの？という反応だった各拠点でも、情報セキュ

リティー規程が改善されたり情報セキュリティー委員会が立ち上

がったりしたことで、会社としての本気度が伝わり、『これからの

時代、こういう取り組みは重要度が増していくよね』という雰囲

気が醸成されてきた。ユニアデックスの ITコンサルティングサー

ビスは、しっかりと仕組み化されている点は当初の期待どおりで

したが、実施する中で当社特有の状況やニーズにも、柔軟にしっ

かり合わせてくれる点がありがたかった。そのような姿勢があっ

たからこそ、良いパートナーとして確実に取り組めてきたと思いま

す。それに、基本『これはできません』というのがない。構築に

おいても当社の考えをしっかり吸収していただき、対応力も高い

と感じました」

清水氏は、「この2 年近くユニアデックスに伴走いただいて、我々

も情報システム部門として専門性の高い業務に注力できるように

なってきています。ネットワーク標準モデルや情報セキュリティー

規程を整備したことで、各拠点への展開時のほか、新規拠点の

開設時も安心です。次のステップでは、ファイルサーバーなどを

最適化し、運用の効率化と共にデータ管理のあり方を含めて改

善していく予定です」と語る。その中では、クラウドシフトを進め

ていく方針だという。

最後に木場氏は、本プロジェクトの意義とユニアデックスへの期

待を、次のように結んだ。「ITコンサルティングサービスは、世の

中の変化に対応するために当社が目指していく最適な ITインフラ

に導いてくれたと考えています。その結果、ITインフラやセキュ

リティーの重要性について改めて、社内全体の理解が深まり、デ

ジタル化・DX 推進に向け、より加速していけると感じています。

ユニアデックスにはこれからも引き続き、これまでと変わらぬ支

援を期待しています」

田辺工業株式会社
デジタルイノベーションセンター
センター長

木場 圭　氏

田辺工業株式会社
管理部 情報システム課 
課長代理

清水 陽一　氏

DXに向けた土台作りに確かな手応え
これからも継続した変革を推進

効果・今後
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田辺工業株式会社
デジタルイノベーションセンター

 センター長
木場 圭 氏

感想は一言で言うと、もう感謝しかないですね。ユニアデック
スがいなかったら、今の田辺工業のインフラはないと言えます。
提案段階から他社とは一味違っていましたが、実際にお付き
合いしてみて、さらにその柔軟性と対応力に感激しました。IT
コンサルティングサービスは同様の課題を持つ企業の方にも、
オススメです。我々が自立できるようになるまで、引き続き支
援をお願いします。

たくさんの課題がある中で、ユニアデックスはそれらを一つ
一つ紐付けて整理し、明確なスケジュールのもと、解決へと
導いてくれました。その存在は、リソースの少ない我々にとっ
て頼もしく、ありがたかったです。まだまだ解決すべき課題
がありますので、これからも継続したサポートを、よろしくお
願いします。

課題対応能力が高く、
リソースの少ない状況でも頼りになる存在

独自の柔軟性と対応力に感激
引き続きの支援を期待

https://www.uniadex.co.jp/
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ユニアデックスの
お客さま事例

お客さま情報

お客さまの評価

田辺工業株式会社
管理部 情報システム課 

課長代理
清水 陽一 氏

所在地：

＜本社＞新潟県上越市大字福田20番地

＜東京本社＞東京都千代田区神田駿河台2丁目2番地　御茶ノ水杏雲ビル4階

設　立：昭和44年2月1日

資本金：8億8,532万円

従業員数：880名

田辺工業株式会社


